13M器官生理本試（沢村先生担当分）解答例

問1． ｄ（第４回小テ２問目）
問2． ｅ（第４回小テ４問目）
問3． ｃ（第４回小テ７問目）
問4． ｃ（第４回小テ１２問目）
問5． ｂ（第４回小テ１５問目）
問6． ｂ（第４回小テ１７問目改：ｂ・ｄ変更）
ｂ：小テ解答に載っている
ｄ：ヘム＝2価の鉄原子とポルフィリンから成る錯体
問7． ｅ（第４回小テ１９問目）
問8． ｃ（第４回小テ２５問目）
問9． ｄ（第４回小テ２９問目）
問10． ｃ（１２月２５日レジュメ）
脱顆粒：細胞内カルシウムイオン濃度上昇に因り、血小板密顆粒中のADPやセロトニンが細胞外に放出される現象。他の血小板を活性化する。
問11． ｂ（１月８日レジュメ）
因みに臓器重量当たり酸素消費量が最大である組織は心筋である。
問12． ｅ（１０問目）
問13． ｂ（１１問目）
問14． ｄ（１２問目）
問15． ａ・ｃ（１２月１１日レジュメ）：恐らく満点阻止問題
致死性不整脈：国試にも出題
○ＷＰＷ（Wolf-Parkinson-White）症候群
○Brugada 症候群
○ＱＴ延長症候群
　先天的なものとして、Romano-Ward 症候群やJervell-Lange Nielsen 症候群
○心室頻拍・心室細動

なお
ｂ：Eisenmenger 症候群
シャントの右側が左側より血圧が高いことに因り、チアノーゼを生じる（←肺動脈が閉塞し血流量が増加しなくなるから）心不全。
ｅ：第Ⅰ度房室ブロック
　軽度の房室ブロック。刺激伝導系の異常に因り、心房→心室への興奮伝達に時間がより掛かっている。徐脈性不整脈の１つ。
問16． ｂ（１５問目）
問17． ｂ（１７問目）
問18． ａ（２２問目）
問19． ｂ（２３問目）
問20． ｄ（３１問目）
問21． ｃ（３５問目）
問22． ｂ（３８問目）
問23． ｂ（３９問目）
問24． ｃ（１２月１０日レジュメ）
Fickの原理より
　心拍出量（mL/分）
　＝酸素消費量（mL/分）÷（静脈血と動脈血の酸素濃度差）（mL/mL）
　＝１８００÷（０．１９０－０．１３４）
　≒３２．１×１０３（mL/分）
　＝３２（L/分）
問25． ｃ（４３問目）
問26． ａ（４５問目）
問27． ｂ（４９問目）
問28． ｃ（５０問目）
問29． ｃ（５２問目改：ｃ変更）
　加齢に因り　　収縮期血圧↑　拡張期血圧↓
　脈圧＝収縮期血圧－拡張期血圧
　であるから、加齢とともに脈圧は増大する傾向にある
問30． ｅ（５６問目改：ａ・ｅ変更←１２月１７日レジュメ）
　血管内皮細胞で主に産生される因子（他にもある）
　　○血管収縮因子・・・TXA2（トロンボキサンA2）
　　○血管拡張（弛緩）因子・・・PGI2（プロスタサイクリン）
●Valsalva実験（１月８日レジュメ）
問31． ｄ
問32． ａ
問33． ａ
●心周期（１２月１０日レジュメ）
問34． ａ
問35． ｄ
問36． ｅ
●血液凝固カスケード（１２月２５日レジュメ）
問37． ｅ
問38． ｄ
問39． ｃ
問40． [bookmark: _GoBack]ｃ・ｄ
